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 試験開始の合図があるまで問題冊子を開いてはいけません。開始の合図があるまで、下記の注意

事項をよく読んでください｡ 

１．本冊子は、生命環境科学系を志望する受験者のためのものである。 

２．本冊子の本文は２４ページである。落丁、乱丁又は印刷不鮮明の箇所があった場合には、手を挙

げて申し出ること。 

３．第１問～第 22 問から３問を選択して解答すること。 

４．配付された３枚の解答用紙（両面使用可）は、問題ごとに１枚を使用すること。 

５．解答用紙の上の欄に、解答した問題の番号、科目名、氏名及び受験番号を、次の記入例のように 

記入すること。なお、氏名、受験番号を記入していない答案は無効である。 

記入例 

問 題 番 号 科 目 名 氏 名 受 験 番 号 

第 ９ 問 生物学（４） ○○○○ 〇〇〇〇 

６．日本語または英語で解答すること。 

７．本冊子の最後の３枚は草稿用紙である。切り離して使用してもよい。 

８．試験の開始後は、中途退場を認めない。 

９．本冊子、解答用紙及び草稿用紙は持ち帰ってはならない。 

10．次の欄に受験番号と氏名を記入せよ｡ 

受 験 番 号 

氏  名 
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2025 年度修士課程入学試験問題 

生命環境科学系  総合科目 

 第１問 物理学・生物物理学（１）（その２） 

 

 

 

(6) (4)と(5)から、タンパク質が天然状態へとフォールディングできる温度域は、 g fT T T< <

と表される。さらに、タンパク質が迅速にフォールディングできるためには、 g fT T が

成立する必要がある。この条件を用いて、タンパク質が迅速にフォールディングできるた

めに E∆ 、 UE 、 NE の間に成り立つべき関係式を導出せよ。 

 

 

Ⅱ．以下の問いに答えよ。 

(7) 細胞内でのタンパク質のフォールディングを介助するタンパク質として、分子シャペロ

ンがある。代表的な分子シャペロンである大腸菌 GroELの構造特性と機能を、以下の用語

をすべて用いて 5 行程度で説明せよ（解答用紙を縦半分に区切っている場合は 10 行程度

で答えよ）。ただし、用語を使う順番はこの順に限らず、繰り返し用いてもよい。また、

用語を使用した箇所には下線を引くこと。 

サブユニット、 疎水性、 フォールディング、 凝集、 GroES、 ATP、 熱 

 

(8) タンパク質のフォールディング異常によって形成される構造体としてアミロイドがあ

る。アミロイドを形成しうるタンパク質の名称とそれが関与する疾患の名称の組み合わせ

を 3つ答えよ。また、アミロイドの構造の一般的特徴と、アミロイドの形成機構を、それ

ぞれ 3行程度で説明せよ（解答用紙を縦半分に区切っている場合は、それぞれ 6行程度で

答えよ）。 
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2025年度修士課程入学試験問題 

生命環境科学系  総合科目 

 第３問 化学・生化学（１） 
 

核酸に関する以下の問いに答えよ。 

 

(1) 図１のア、イ、ウ、エに核酸に含まれる塩基の化学構造を示す。各塩基の名称を答えよ。 

 

 
図 1 

 

(2) 図１のアとイの塩基を表す総称と、ウとエの塩基を表す総称をそれぞれ答えよ。 

 

(3) 核酸塩基は細胞内で脱アミノ化（deamination）という反応を起こし、DNA変異の原因となるこ

とが知られている。図 1のウの塩基に脱アミノ化が起きた後の構造式を図１にならって描け。 

 

(4) DNAの脱アミノ化が起きた場合、細胞内ではその部分が塩基除去修復という機構によって修復さ

れる。この修復機構について述べた以下の文章の空欄に当てはまる酵素名を下の酵素群から選べ。 

 

塩基除去修復過程では、まず損傷塩基とデオキシリボースの間の結合を   a    が切断し、塩

基を除去する。その後、塩基が除去された部位のバックボーンを   b    が切断し、   c    が

周囲を除去する。その後、除去された部位を   d    が埋め、残ったニックを    e    がつな

ぐ。 

 

【酵素群】リガーゼ、エキソヌクレアーゼ、エンドヌクレアーゼ、グリコシラーゼ、ポリメラーゼ 

 

(5) RNA中で図１のウの塩基に脱アミノ化が起きた場合は、DNA中で同じ塩基に脱アミノ化が起きた

場合とは異なり、その修復は難しい。この理由を 200字以内で述べよ。 

 

(6) シスプラチン [cis- diamminedichloro-platinum(II)] は核酸塩基と相互作用し、がん細胞の 

DNA 修復と増幅を妨げることで抗がん活性が発現する。以下の (a)、(b) の問いに答えよ。 

 

(a) シスプラチンの構造を図 2の 1～5の中から選べ。 

 
図 2 

 

(b) シスプラチンと塩基間の結合様式について説明している以下の文章の空欄を埋めよ。 

  

シスプラチンの抗がん活性は、図 1に示す核酸塩基の   f   原子とシスプラチンの   g   原

子間に形成される配位結合に基づく。同結合により、DNAに修復不可能な架橋構造が生じる。 
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2025年度修士課程入学試験問題 

生命環境科学系  総合科目 

 第４問 化学・生化学（２） 

以下の問いに答えよ。必要があれば、気体定数 R = 8.31 JK-1mol-1、0 ℃ = 273 K、 

ln2 = 0.69、ln3 = 1.10、ln5 = 1.61、ln5.1 = 1.63を用いよ。 

 

I. ある反応の温度 T Kでのギブズエネルギー変化 ΔGが温度 Tの関数として ∆𝐺 = a + b𝑇 +

c𝑇ln𝑇（但し、a、b、cは定数）で表されたとする。この場合、エンタルピー変化 ΔHと

エントロピー変化 ΔSをそれぞれ温度 Tの式で示せ。 

 

II. 固相、液相、気相の相境界について考える。但し、気体は理想気体を仮定せよ。 

(1) 2相の相境界の圧力 P atmと絶対温度 T Kに関して成立する関係式を記せ。なお、導

出過程も記すこと。但し、2相間の体積変化を ΔV、エンタルピー変化を ΔHとせよ。 

(2) ドライアイスは 1.0 atmの下、－79 ℃で昇華する。また、相図における三重点は、圧

力 5.1 atm、温度－57 ℃である。ドライアイスの昇華熱を有効数字 2 桁で求めよ。但

し、この温度範囲で昇華熱は一定であるとする。 

(3) ある液体の蒸発熱が絶対温度 T Kの関数 ∆𝐻 = d + e𝑇 + f𝑇2（但し、d、e、fは定数）で

表されるとする。1.0 atmでの沸点を Tb K とした場合、蒸気圧 P atmと絶対温度 Tと

の関係式を求めよ。 

 

III. アセトアルデヒド CH3CHOの熱分解反応は、以下の 6つの素反応からなる機構で起こる

ことが知られている。k1、k2、k3、k4、k5、k6は各素反応の速度定数であり、CH3・、CHO・、

CH3CO・、H・はラジカルを意味する。 

 

素反応 1: CH3CHO → CH3・ + CHO・     素反応 2: CH3・ + CH3CHO → CH4 + CH3CO・ 

 

素反応 3: CH3CO・→ CH3・ + CO 素反応 4: CH3・ + CH3・→ C2H6 

 

素反応 5: CHO・→ CO + H・ 素反応 6: H・ + CH3CHO → CH3CO・ + H2 

 

(1) CH3・、CHO・、CH3CO・、H・について定常状態近似を行い、成立する関係式を示せ。 

(2) (1)の定常状態近似が成立する条件下、メタン CH4の生成速度をアセトアルデヒドの濃

度[CH3CHO]と速度定数を用いた関係式で表せ。なお、導出過程も記すこと。 

 

 

 

 

k3 

k1 k2 

k4 

k6 k5 
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2025 年度修士課程入学試験問題 

生命環境科学系  総合科目 

第６問 生物学（１） 
次の文を読み、以下の問Ⅰ〜Ⅳに答えよ。 

Wnt 経路は(a)細胞内シグナル伝達経路の一つであり、Wnt タンパク質が受容体に結合することで、その情

報が細胞内に伝えられ、標的遺伝子の発現が制御される。Wnt 経路の研究においては、培養細胞を用いた

実験系が広く用いられている。例えば、Wnt 経路の標的遺伝子の転写を制御するプロモーターの下流にホ

タル由来のルシフェラーゼ遺伝子を連結したプラスミド DNA(プラスミド A とする)を培養細胞に導入す

ることで、(b)Wnt 経路のシグナル強度を検出することができる。Wnt 経路はツメガエルの初期発生におい

ても様々な役割を果たす。たとえば、(c)胚の背腹方向は、受精後に胚の片側だけで Wnt 経路が活性化され

ることによって決められる。また原腸胚期においては、胚の内部に潜り込んだ中内胚葉の先端部で(ｄ)Wnt

経路が調節されることが頭部の形成に必要であることも分かっている。

問Ⅰ 下線部(a)について。一般に、タンパク質のリン酸化は細胞内シグナル伝達の重要な要素の一つで

ある。 

(1) タンパク質の脱リン酸化に関わる酵素の名称を記せ（脱リン酸化酵素は正答としない）。
(2) タンパク質の中でリン酸化を受けるアミノ酸残基を 3つ記せ。

問Ⅱ 下線部(b)について。Wnt 経路の調節にはたらく X タンパク質の役割を調べるため、①プラスミド

A、②Xタンパク質を細胞内で恒常的に発現させることができるプラスミド B、③Wnt タンパク質を培養細

胞に導入、または作用させるという実験を行った。その結果を図 1に示す。 
(1) プラスミド Aを用いると、なぜ Wnt 経路のシグナル強度を検出できるか。簡単な実験の方法とともに、

3行以内で記せ。

(2) X タンパク質は Wnt 経路に対して促進的、抑制的、どちらに働くと考えられるか記せ。

問Ⅲ 下線部(c)について。Wnt 経路の活性化因子をコードする mRNA を胚の腹側に注入すると、非注入胚

では背側植物極側の一部だけで発現するオーガナイザー遺伝子 chordin の発現領域が図 2 のように 2カ

所で観察された。この結果から、Wnt 経路はもともと胚の背側、腹側のどちらで活性化されていると考え

られるか。理由とともに 1行程度で記せ。 

問Ⅳ 下線部(d)について。Yタンパク質は、Wnt 経路に対して抑制的に働くことがわかっている。ツメガ

エル胚の、将来頭部になると予想される部分に Yタンパク質をコードする mRNA を注入したところ、頭部

の肥大が観察された。

(1) 頭部の形成には、Wnt 経路が促進されること、抑制されることのどちらが必要か。理由とともに

2行以内で記せ。

(2) 頭部になると予想される部分に、問Ⅱにおける Xタンパク質をコードする mRNA を注入した場合、

頭部は肥大する、縮小する、のどちらになると期待されるか記せ。
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2025 年度修士課程入学試験問題 

生命環境科学系  総合科目 

第８問 生物学（３） 
次の文を読み、以下の問Ｉ～Ⅲに答えよ。 

ウイルスは(a)核酸とそれを包む殻(カプシドや脂質膜)からなり、細胞に吸着するとゲノムを細胞内に送

り込み、宿主細胞の装置を使って増殖する。疾患の原因となるウイルスが存在する一方、(b)組換えウイ

ルスは、遺伝子を細胞に導入するベクターとして、(c)神経科学を含む多くの研究分野で活用される。

問Ｉ 下線部(a)について。下のウイルス(1)～(4)の核酸はDNAとRNAのどちらか、記せ。 

(1) アデノ随伴ウイルス

(2) コロナウイルス

(3) ノロウイルス

(4) レトロウイルス

問Ⅱ 下線部(b)について。下の図は、組換えアデノ随伴ウイルスベクターの作製に用いるプラスミド配

列の例である。以下の小問(1)～(4)に答えよ。 

(1) プラスミド(A)に、部位特異的組換え酵素Creを作用させると、プラスミド(B)が生じた。どのよう

な組換えが起きたか記せ。

(2) 組換えにより生じたプラスミド(B)では、目的遺伝子が発現するようになった。この理由を記せ。 

(3) プラスミド(B)にCreを作用させても、プラスミド(A)に戻ることはない。この理由を記せ。

(4) 1型アデノ随伴ウイルスベクター (AAV1) をマウスの脳に局所注入すると、注入部位の神経細胞に

感染するとともに、シナプス後細胞にもわずかに感染が広がる。脳領域Xの神経細胞から単シナプ

ス入力を受ける脳領域Yの神経細胞のみに目的遺伝子を発現させるには、プラスミド(A)と(C)から

作製したAAV1を用いて、どのような実験を行えばよいか記せ。ただし、脳領域Yから脳領域Xへの

投射はないものとする。

問Ⅲ 下線部(c)について。以下の小問(1),(2)に答えよ。 

(1) 行動中のマウスの脳において、複数個の神経細胞について個々の細胞の発火活動タイミングを同

時計測する実験手法を2つ挙げ、それらの計測の原理をそれぞれ記せ。

(2) (1)で挙げた2つの手法において、活動を計測している個々の神経細胞の投射先の脳領域を同定す

るには、どのような実験をすればよいか記せ。
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2025 年度修士課程入学試験問題 

生命環境科学系  総合科目 

第９問 生物学（４） 
以下の問 I, II に答えよ。 

問 I 下図は真核細胞の代表的な膜系オルガネラを模式的に示している。 

以下の小問(1)〜(5)に答えよ。 

(1) 上図中に名称が示されている膜構造のうち、小胞輸送により膜タンパク質が出たり入ったりしてい

るものをすべて記せ。

(2) 膜系オルガネラはその種類によって密度や大きさが異なるため、これを利用して細胞からオルガネ

ラを分離することができる。その方法について詳しく記せ。

(3) 膜系オルガネラの密度は主としてどのような要素によって決定するか記せ。また、(1)で解答した

膜構造のうち、(2)の方法で最も密度が低いものとして分離されるものを記せ。

(4) ペルオキシソームの内腔に輸送される可溶性タンパク質は、リボソームで合成後どのようにペルオ

キシソームまで輸送されるか詳しく記せ。

(5) 小胞輸送反応では、さまざまな低分子量 GTPase（small GTPase）が機能している。低分子量 GTPase

が活性調節される一般的なしくみについて、次に挙げる 13 個の語群から 7つ以上の語句を用いて詳

しく記せ。ただし、語群には説明に不要な語句も含まれている。語句の使用回数、順序は問わない

が、解答文中では使用した語句に下線を引いて明示せよ。
語群：GTP、Gα、GDP、Gβ、GEF、Gγ、GAP、不活性型、活性型、交換反応 

リン酸化酵素、脱リン酸化酵素、７回膜貫通型受容体

問 II 以下の (1)、(2)の文章の(a)〜(j)の下線部について、誤りがあれば正しい記述に訂正せよ。下線
部が正しい場合は「正しい」と解答せよ。文章中でアミノ酸は 3文字表記で示しており、アミノ酸の
名称を解答する場合も 3文字表記で示すこと。 

(1) 脂質ラフトは(a)グリセロリン脂質やステロールに富んだ直径 10〜200 (b)オングストローム程度

の領域で、この領域は他の領域と比較して流動性と膜厚がそれぞれ(c)高く、そして厚くなってい

る。細胞膜の脂質ラフトにはタンパク質の C 末端がグリコシルホスファチジルイノシトールという

糖脂質で修飾された(d)ポリトピック型タンパク質と呼ばれる一群のタンパク質が多く局在してい

る。この糖脂質の生合成は(e)ゴルジ体膜のサイトゾル側で開始され、最終的にタンパク質へ付加

された後、細胞膜に輸送されるとタンパク質部分は(f)サイトゾル側を向く。

(2) タンパク質の脂肪酸アシル化の代表例として、タンパク質のもっとも N 末端側にある(g)Met とミ

リスチン酸がアミド結合により形成される(h)アシルグリコシド化と、タンパク質中の Cys とパル

ミチン酸がチオエステル結合する(i)ステリルグリコシド化が挙げられる。またタンパク質 C 末端

付近の(j)Lys にゲラニル基やファルネシル基などのプレニル基が結合するものも知られている。
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2025 年度修士課程入学試験問題 

生命環境科学系 総合科目 

第 10 問 身体運動科学（１） 

以下の設問すべてに答えなさい。 

I. エネルギー代謝と骨密度調節に関する以下の問いに答えなさい。

(1) 体重50 kg（体脂肪率：20％）の人がジョギング運動（運動中の酸素摂取量：25 ml/kg

体重/分）を2時間行ったとする。この運動を行なった日の炭水化物（糖質）、脂質、たん

ぱく質の摂取量がそれぞれ300 g、50 g、100 gであった場合、除脂肪量（Fat-Free Mass

: FFM）1 kgあたりの利用可能エネルギー量（エナジーアベイラビリティ：kcal/kg FFM/

日）を計算しなさい（計算過程も示すこと）。

(2) 女性競技選手において利用可能エネルギー量が長期間にわたって少なくなると、骨密度が

低下することが知られているが、そのメカニズムについて「視床下部」、「骨芽細胞」と

いう２つの用語をすべて用いて説明しなさい。

(3) 骨密度調節における重要な栄養素としてビタミンDが挙げられる。ビタミンDはどのような

メカニズムで骨密度の調節に関わっているのか説明しなさい。また、どのような競技種目

においてビタミンDが不足しやすいか、その理由もあわせて説明しなさい。 

II. 乳酸に関連した以下の問いに答えなさい。

(1) 骨格筋においてグリコーゲンが乳酸に変換されるまでの代謝機序を説明しなさい。

(2) 骨格筋細胞間の乳酸シャトル説について、「モノカルボン酸トランスポーター」という用

語を用いて説明しなさい。

(3) 強度を段階的に上げながら運動を行った際の血中乳酸濃度の変化について述べなさい。

また、この時の血中乳酸濃度の変化のメカニズムについて、(1)(2)で答えたことも踏まえ

て述べなさい。
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2025 年度修士課程入学試験問題 

生命環境科学系  総合科目 

 第 11 問 身体運動科学（２） 

 

以下の設問すべてに答えなさい。 

Ⅰ．以下の各問に答えなさい。 

(1) 脳の構造や機能を非侵襲的に調べる方法を２つ挙げ、それらの特徴について簡潔に説明

しなさい。 

(2) 脳卒中や脊髄損傷に対するニューロリハビリテーションや競技に特異的なトレーニング

により、一次運動野に変化が生じることが知られている。どのような変化が生じるのか、

知るところを述べなさい。 

(3) 上記の一次運動野の変化は中枢神経系のどのような性質によって生じるのか、知るとこ

ろを述べなさい。 

 

 

Ⅱ．以下の文１を読み、各問に答えなさい。 

〔文１〕 

身体が危害や脅威などの刺激に晒されると、ストレス反応と呼ばれる心理学的・生理学的変化

が生じる。スポーツの試合や舞台公演などの場面においても（ア）不安感情の増大、（イ）心拍数

の亢進、発汗量の増大、胃腸の過敏など様々なストレス反応が引き起こされる可能性があり、

これらが（ウ）パフォーマンス低下の原因になりうる。ストレス反応によるパフォーマンス低下

への対処法としては、（エ）認知的・行動的コーピングやソーシャルサポートの活用が挙げられ

る。 

(1) 下線部（ア）について、不安感情に関連する脳部位を１つ挙げ、その部位の解剖学的位

置ならびに機能的役割について説明しなさい。 

(2) 下線部（イ）について、心拍数の調節に関わる神経活動および内分泌活動について説明

しなさい。 

(3) 下線部（ウ）について、パフォーマンス低下の一因として、実行機能（executive  

function）の低下が挙げられる。この実行機能とはどのような機能であるのか説明し、

さらに関連する脳部位について知るところを述べなさい。 

(4) 下線部（エ）について、認知的・行動的コーピングの具体的方法ならびに期待される効

果について説明しなさい。 
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2025 年度修士課程入学試験問題 

生命環境科学系  総合科目 

 第 12 問 身体運動科学（３） 
 

以下の設問すべてに答えなさい。 

I. ランニングや跳躍などの伸張―短縮サイクル運動では、反動（事前伸張）を伴わない短
縮性収縮のみの運動と⽐べてパフォーマンスや効率が⾼くなる要因について、筋腱の相
互作⽤の観点から説明しなさい。さらに、筋腱の相互作⽤以外の要因についても知ると
ころを述べなさい。 
 

II. 膝伸展などの筋⼒（トルク）⽴ち上がり速度（Rate of Torque Development: RTD）の
測定法およびその規定因⼦について説明し、RTDと⽣理学的機能との関連について述べ
なさい。 
 

III. 以下の⽂章を読み、設問 (1) 〜 (7) に答えなさい。 

⾻格筋は加齢に伴って萎縮する。これは、個々の筋線維が萎縮することに加え、 (a) 

運動単位数・筋線維数が減少することによって⽣じる。⼈間の (b) 随意最⼤筋⼒は筋横
断⾯積におおよそ⽐例するので、筋が萎縮すると筋⼒も減少する。加齢により筋量や筋
⼒が著しく減少した状態のことを  ア  と呼ぶ。 

⾻格筋は若齢者の体重の約40%を占めており、⼈体で最⼤のエネルギー消費器官であ
る。したがって、筋をよく使うことは (c) 肥満や (d) 2型糖尿病の予防につながる。また、
筋は  イ  と総称される (e) さまざまな⽣理活性物質を分泌している。これらの物
質の多くは筋以外の器官・組織にも作⽤することがわかっており、 (f) 運動が全⾝にわた
りさまざまな健康効果をもたらすメカニズムとして近年注⽬されている。 

(1) ⽂中の空欄アとイに適切な⽤語を⼊れなさい。 
(2) 下線部(a)の⽤語について説明しなさい。 
(3) 下線部(b)に関連して、随意最⼤筋⼒と筋横断⾯積が完全には⽐例しない理由として

考えられることを述べなさい。 
(4) 下線部(c)の判定基準について知るところを述べなさい。 
(5) 下線部(d)と1型糖尿病との違いを述べなさい。 
(6) 下線部(e)の具体的な名称を⼀つ挙げなさい。 
(7) 下線部(f)に関連して、⾼齢者が筋量を維持・増⼤するためにはどのような運動が推

奨されるかを述べなさい。 
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2025 年度修士課程入学試験問題 

生命環境科学系  総合科目 

 第 13 問 身体運動科学（４） 

以下の設問すべてに答えなさい。 

 

Ⅰ．肉離れの病態と予防、肉離れ後のスポーツ復帰について、知るところを述べなさい。 

 

Ⅱ．スポーツによる慢性の内科的障害について、知るところを述べなさい。 

 

Ⅲ．18歳未満のアスリートに生じやすいスポーツ障害を５つ挙げ、それぞれの疾患について知

るところを述べなさい。 

 

Ⅳ．高齢者の自立喪失に関わる運動器の疾患を３つ挙げ、それぞれの疾患について知るところ

を述べなさい。 
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2025 年度修士課程入学試験問題 

生命環境科学系  総合科目 

 第 14 問 身体運動科学（５） 

以下の設問すべてに答えなさい。  

Ⅰ． 以下の用語(a)～(d)すべてについて説明しなさい。 

（a）キネティクス 

（b）キネマティクス 

（c）向心力 

（d）身体部分慣性係数 

 

Ⅱ． 短距離走（走時間10秒程度）では、速度増加に伴い鉛直方向の力積が獲得できなく

なることにより最高速度が制限される。この仕組みについて力学的観点より説明し

なさい。 

 

Ⅲ． スクワット姿勢で静止した状態から垂直跳びを行い、その際の動作をモーション 

キャプチャーで計測したとする。以下の問いに答えなさい。 

(1) 静止した状態から離地までに、身体の各関節がなした（力学的）仕事量を求めるのに

必要な過程について、以下の用語をすべて用いて説明しなさい。 

リンクセグメントモデル 関節角速度 時間積分 運動方程式 関節パワー 

 

(2) (1)において各関節がなした仕事量と離地時の身体の力学的エネルギー及び跳躍高と

の関係について、以下の用語をすべて用いて説明しなさい。なお、身体が受ける空

気抵抗は無視できるものとし、跳躍高は離地時の重心の高さと離地後の重心の最高

到達点の高さとの差と定義する。 

重心 力学的エネルギー 位置エネルギー 回転運動のエネルギー セグメント 
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2025 年度修士課程入学試験問題 

生命環境科学系  総合科目 

 第 15 問 認知行動科学（１） 

 

次の用語のうち、8 個選んで簡潔に説明せよ。9 個以上選んだ場合、解答はすべて無効と

する。 

 

(1) 強化随伴性（contingencies of reinforcement） 

(2) 社会脳仮説（social brain hypothesis） 

(3) 直接互恵性（direct reciprocity）と間接互恵性（indirect reciprocity） 

(4) 社会ネットワーク分析（social network analysis） 

(5) 時間順序判断(temporal order judgment) 

(6) 信号検出理論における ROC曲線 (Receiver Operating Characteristic (ROC) curve in 

the signal detection theory) 

(7) モデルによる推論と予測(inference and prediction by the models) 

(8) マイスナー小体（Meissner's corpuscle） 

(9) 盲視 (blind sight) 

(10) 変化の見落とし (change blindness) 

(11) ポズナーパラダイム (Posner's paradigm) 

(12) 多次元尺度構成法 (Multi Dimensional Scaling, MDS) 

(13) 研究の事前登録（pre-registration of research) 

(14) 視覚的評価スケール（Visual Analogue Scale, VAS）とリッカート尺度 (Likert scale) 

(15) 一般的標識マグニチュード尺度（general Labeled Magnitude Scale, gLMS） 
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2025 年度修士課程入学試験問題 

生命環境科学系  総合科目 

 第 16 問 認知行動科学（２） 

  

以下の 3問すべてについて解答せよ。 

 

I. 視覚刺激が網膜に投影されてからそれが知覚されるまでは一定の遅延がある。しか

し、この遅延にも関わらず私たちは動いている物体の現在の位置を正しく知覚するこ

とができる。これについて、(a)遅延が生じる理由、および(b)遅延にも関わらず現在

の位置が知覚できる理由、を生理学的・心理物理学的根拠を参照しつつ説明せよ。 

 

II. 人間の視野の中心部以外では光受容器の密度が低く、したがって色に対する感度も空

間的な分解能も低い。にもかかわらず、視野の周辺において、常に色が薄く形がぼや

けて見えるわけではない。その理由について考察せよ。 

 

III. 視覚刺激として、液晶モニターの中央に視角で縦 4 度 x 幅 4 度のサイズで 25 cd/m2

の輝度をもつグレイの四角形をできるだけ正確に表示したい。そのための準備と刺激

生成のための方法を説明せよ。 
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2025 年度修士課程入学試験問題 

生命環境科学系  総合科目 

 第 17 問 認知行動科学（３） 

 

以下の 3問すべてについて解答せよ。 

 

I. 脳波計測において、神経活動が脳波として測定される原理について記述し、脳波で測

定されるシータ波、アルファ波、ベータ波の特徴と機能について説明せよ。 

 

II. 脳波計測で得られた情報をもとに、神経活動の時間、空間、周波数（パワーと位相）

の特性をどのように解析できるかを記述せよ。 

 

III. 視覚刺激に対する視覚皮質の反応に加齢が及ぼす効果を検証するために、視覚刺激の

検出課題中の事象関連電位を測定する。得られる結果を予想し、事象関連電位を図で

表現せよ。その際、ひとつの図の中に、若年者群の結果と高齢者群の結果をプロット

し、それらの結果が示唆することを説明せよ。その結果をふまえて、若年者と高齢者

の脳活動を比較する手法として脳波計測は適切か否かについて議論せよ。 
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2025 年度修士課程入学試験問題 

生命環境科学系  総合科目 

 第 18 問 認知行動科学（４） 

 

以下の 4問のうち 2問について解答せよ。3 問以上選んだ場合、解答はすべて無効とする。 

 

I. 行動生物学における生物進化と文化進化の相違点を説明せよ。また、累積的文化進化

について事例を１つ以上挙げながら説明せよ。 

 

II. ヒト以外の動物の道具使用行動とヒトの道具使用行動の相違点を説明せよ。また、道

具使用行動と言語能力との関連性について比較認知科学的な視点から説明せよ。 

 

III. ヒトの発話とヒト以外の霊長類の発声との間にある行動学上の相違点を二つ以上列挙

せよ。そして、その相違について生物学的な原因を説明せよ。 

 

IV. 情動に関連して表出する音声や表情の特徴（音響的な特徴や顔面動作）について、ヒ

トとヒト以外の動物の間の相違点と共通点について説明せよ。  
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2025 年度修士課程入学試験問題 

生命環境科学系  総合科目 

 第 19 問 認知行動科学（５） 

 

以下の 3問すべてについて解答せよ。 

 

I. ヒトの味覚における舌から中枢までの情報伝達経路について記述せよ。 

 

II. 末梢の感覚受容器で刺激を受容したのち、脳内の一次感覚野が反応するまでの時間を

反応時間と定義する。この場合、視覚や聴覚と比較し、嗅覚や味覚は、反応時間が長

く「遅い感覚」と言われている。なぜ、嗅覚や味覚は視覚や聴覚と比較して反応時間

が長いのか、理由を述べよ。 

 

III. 味覚刺激を用いた脳機能計測をおこなう場合、味覚刺激の対照条件として、蒸留水な

どの「水」ではなく「人工唾液」を用いる方がよいといわれている。その理由を述べ

よ。 
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2025 年度修士課程入学試験問題 

生命環境科学系  総合科目 

 第 20 問 神経科学（１） 

Answer either in English or Japanese. 

 

To study the neural basis of behavior, experiments are often conducted under conditions where animals 

are either (1) free to move in a fixed environment or (2) fixed/restrained at a particular position but 

allowed to behave in a virtual environment updated in real time by the experimenter. Describe the 

advantages and limitations of these two approaches from the standpoint of characterizing neural activity 

and behavior.  
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2025 年度修士課程入学試験問題 

生命環境科学系  総合科目 

 第 21 問 神経科学（２） 

Answer either in English or Japanese. 

 

Noxious stimuli applied to the skin produce a multi-faceted pain experience involving both sensory 

(where on the body and what type of stimulus it is) and emotional features. Please describe the neural 

pathways from the skin to the brain that subserve the sensory and emotional components of the pain 

response and discuss some of the findings that support this model.   
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2025 年度修士課程入学試験問題 

生命環境科学系  総合科目 

 第 22 問 神経科学（３） 

Answer either in English or Japanese. 

 

Prior experience or knowledge can help facilitate the subsequent learning of new, but related information. 

Give an example of this type of cognitive process/behavior from either human or animal studies and 

discuss the mechanisms and/or brain regions and circuits thought to be involved. 
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